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奥多摩町下水道ストックマネジメント計画概要版 

ストックマネジメント計画策定の目的                                               

本ストックマネジメント計画は、奥多摩町下水道施設において、リスク評価を踏まえ明確かつ具体

的な施設管理目標及び長期的な改築シナリオを設定し、点検・調査計画を策定することを目的とする。 

 

第１章 実施項目と手順                                            

 本計画は、｢下水道事業のストックマネジメント実施に関するガイドライン 2015 年版｣に基づき

以下の手順で計画策定を行った。 

 
 

出典：「下水道事業のストックマネジメント実施に関するガイドライン 2015 年版」より 

 

ストックマネジメントの実施フロー 

 

 

 

第２章 施設情報の収集整理                                             

（１）管路施設の諸元情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）処理場・ポンプ施設の諸元情報 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管渠約 96km(小河内 20km,奥多摩 76km) 

供用開始 1998 年(22 年経過) 

マンホール約 4,451 か所 

腐食環境下施設 18 か所(H2S 調査より) 

第 2 章 

第 3 章 

第 5 章 

第 6章 

第 4章 

必要情報の整理と課題の抽出 

・塩ビ材料の小口径管 

・2つの処理分区(単独・流域) 

・OD 法+生物膜ろ過 

・供用より22 年経過 

小河内処理区 

耐用年数超過機器の更新‥ 

圧送多用による硫化水素腐食,雨天時浸入水‥ 

+マンホールポンプ場 99 か所 

項　　　　目 内　　　　容

所 在 地 奥多摩町境1017

供 用 開 始 1998年度（平成10年度）

処 理 対 象 排 水 家庭排水・観光排水・地下排水

排 除 方 式 分流式

計 画 処 理 人 口 640人（丹波山村130人含む）

計 画 汚 水 量 933.15㎥/日（日最大汚水量）

計 画 処 理 能 力 940㎥/日（日最大汚水量）

汚 水 処 理 方 式 オキシデーションディッチ法＋生物膜ろ過法

汚 泥 処 理 方 式 重力濃縮＋脱水機（遠心式）

流 入 区 域 中山・原・川野・留浦・峰谷・鴨沢（丹波山村）
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奥多摩町下水道ストックマネジメント計画概要版 

第３章 リスク評価                                              

（１）管路施設(管渠・マンホール蓋)のリスク評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）処理場施設・ポンプ場施設のリスク評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「施設の重要性」と「故障・事故の起こりやすさ」を考慮してリスク(危険度)を決定 

【管渠のリスク】 

【マンホール蓋のリスク】 

【ポンプ施設(マンホールポンプのリスク)】 

【処理場設備のリスク】 
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奥多摩町下水道ストックマネジメント計画概要版 

第５章 長期的な改築事業のシナリオ設定                                              

（１）管路施設の管理方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2）管路施設(管渠)の改築事業シナリオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３）管路施設(マンホール蓋)の改築事業シナリオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4）管路施設改築シナリオのコスト縮減効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 予防保全 
③事後保全 

①状態監視保全 ②時間計画保全 

施設 

・腐食環境下施設 

・管渠(圧送管含む) 

・マンホール 

・マンホール蓋 

・取付管(緊急輸送路下) 

・ます(緊急輸送路下) 

該当なし 

 

・取付管(緊急輸送路下以外) 

・ます(緊急輸送路下以外) 

 

施設 シナリオ項目 
改築事業費 

1 年あたり 50 年あたり 

管渠 

シナリオ 6:投資額制約シナリオ 
51 百万円 

( 0.51 億円) 

2,550 百万円 

(25.5 億円) 

シナリオ 1:単純改築シナリオ 
310 百万円 

(3.1 億円) 

15,500 百万円 

(155.0 億円) 

コスト縮減効果 2.59 億円 129.50 億円 

マンホール蓋 

シナリオ 5:重要施設選定シナリオ 
6 百万円 

( 0.06 億円) 

300 百万円 

( 3.0 億円) 

シナリオ 1:単純改築シナリオ 
39 百万円 

(0.39 億円) 

1,950 百万円 

(19.5 億円) 

コスト縮減効果 0.33 億円 16.50 億円 

コスト縮減効果 2.92 億円 146.00 億円 

管渠 

ﾏﾝﾎｰﾙ蓋 

50 年先までの「リスク(劣化の危険性)」と「コスト(予算)」の最適バランスを探るシミュレーション 

塩ビ管用の劣化予測式 施設の劣化シミュレーション 

施設の劣化シミュレーション 

リスクが抑制できる最適な投資額案を採用 

リスクが抑制できる最適な投資額案を採用 

MH 蓋の劣化予測式 

コストメリット大 

採用 

採用 
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（5）処理場・ポンプ施設の管理方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6）処理場の改築事業シナリオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6）処理場・ポンプ施設の改築シナリオのコスト縮減効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 標準耐用年数 
文献 

目標/耐用 

目標/耐用 

倍率 
目標耐用年数 

機械設備 15～25 1.7 1.7 26～43 

電気設備 10～20 1.5 1.5 15～34 

建築施設 50 1.6 1.6 80 

 

 

シナリオ項目 
改築事業費 

50年 1年あたり 

シナリオ1:単純改築 
3,721 百万円 

( 37.21 億円) 

74 百万円 

(0.74 億円) 

シナリオ 4:健全度 1を発生させない 
1,276 百万円 

( 12.76 億円) 

25 百万円 

( 0.25 億円) 

コスト縮減効果 
2,445 百万円 

(24.45 億円) 

49百万円 

(0.49 億円) 

リスクが抑制できる最適な投資額案を採用 

コストメリット大 

現状の維持管理計画を考慮 

目標耐用年数を他都市設定値等から設定 

採用 

50 年先までの「リスク(劣化の危険性)」と「コスト(予算)」の最適バランスを探るシミュレーション 

採用 
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奥多摩町下水道ストックマネジメント計画概要版 

管渠延⾧
(km)

ﾏﾝﾎｰﾙ・蓋
(箇所)

取付管・
ます

(箇所)
管渠 ﾏﾝﾎｰﾙ・蓋 取付管・ます 合計 数量

(箇所)

金額

(百万円)

数量

(km)

金額

(百万円)

数量

(km)

金額

(百万円)

数量

(km)

金額

(百万円)

数量

(km)

金額

(百万円)

数量

(箇所km)

金額

(百万円)

数量

(km)

金額

(百万円)

数量

(km)

金額

(百万円)

数量

(km)

金額

(百万円)

数量

(km)

金額

(百万円)

数量

(箇所km)

金額

(百万円)

数量

(km)

金額

(百万円)

数量

(km)

金額

(百万円)

数量

(km)

金額

(百万円)

数量

(km)

金額

(百万円)

数量
(箇

所.km)

金額
(百万円)

- 5年 18 0 0.2 0.0 0.2 18箇所 0.2 18箇所 0.2 18箇所 0.2 36箇所 0.5

小河内幹線 1 10年 3.9km 58 8 4 0.8 0.1 4.8 4km 4.8 4km 4.8 8km 9.6

河内 2 20年 4.4km 58 8 4 0.8 0.1 4.8 1km 1.6 3km 3.2 4km 4.8

1,000 峰谷 3 20年 3.4km 58 8 3 0.8 0.1 3.8 2km 1.9 2km 1.9 3km 3.8

円/m 川野 5 20年 5.4km 58 8 5 0.8 0.1 5.8 4km 3.9 2km 1.9 5km 5.8

水根・中山 6 20年 2.7km 58 8 3 0.8 0.1 3.8 3km 3.8 3km 3.8

奥多摩処理幹線 4 10年 11.2km 106 10 11 1.4 0.1 12.5 6km 6.2 6km 6.2 11km 12.5

梅沢 7 20年 3.2km 106 10 3 1.4 0.1 4.5 3km 4.5 3km 4.5

13,000 川井 8 20年 6.8km 106 10 7 1.4 0.1 8.5 7km 8.5 7km 8.5

円/箇所 丹三郎 9 20年 3.0km 106 10 3 1.4 0.1 4.5 3km 4.5 3km 4.5

棚沢 10 20年 8.5km 106 10 8 1.4 0.1 9.5 8km 9.5 8km 9.5

⾧畑 11 20年 2.9km 106 10 3 1.4 0.1 4.5 3km 4.5 3km 4.5

常磐 12 20年 5.1km 106 10 5 1.4 0.1 6.5 5km 6.5 5km 6.5

桧村 13 20年 1.1km 106 10 1 1.4 0.1 2.5 1km 2.5 1km 2.5

7,800 南氷川 14 20年 3.1km 106 10 3 1.4 0.1 4.5 3km 4.5 3km 4.5

円/箇所 海沢 15 20年 7.3km 106 10 7 1.4 0.1 8.5 7km 8.5 7km 8.5

大氷川 16 20年 3.4km 106 10 3 1.4 0.1 4.5 3km 4.5 3km 4.5

大丹波 17 20年 5.9km 106 10 6 1.4 0.1 7.5 6km 7.5 6km 7.5

栃久保 18 20年 2.1km 106 10 2 1.4 0.1 3.5 2km 3.5 2km 3.5

白丸 19 20年 2.6km 106 10 3 1.4 0.1 4.5 3km 4.5 3km 4.5

小丹波 20 20年 9.7km 106 10 10 1.4 0.1 11.5 10km 11.5 10km 11.5

0.7 0.5 0.6 0.6 0.6 1.1 0.8 0.9 0.9 1.2 1.1 0.8 1.5 1.1 11.4

96 1,880 190 94 24.4 1.5 119.9 5km 7.3 5km 5.6 5km 6.4 5km 6.3 5.6km 7.1 9km 11.8 7km 9.3 6km 9.8 8km 10.4 9km 12.7 8km 12.5 7km 9.3 11km 16.9 10km 12.6 100km 138.0

3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 39.0

改築数量の1% 0.1km 0.4 0.0km 0.4 0.1km 0.4 0.0km 0.4 0.1km 0.5 0.1km 0.7 0.1km 0.6 0.1km 0.5 0.1km 0.7 0.1km 0.8 0.1km 0.6 0.1km 0.6 0.4km 3.0 1.2km 9.6

点検数量の1% 0.1km 8.8 0.05km 7.6 0.1km 8.7 0.0km 7.4 0.1km 9.2 0.1km 14.5 0.1km 11.3 0.1km 9.8 0.1km 14.0 0.1km 15.0 0.1km 12.5 0.1km 12.0 0.8km 131.1

点検数量の10% 4箇所 1.2 4箇所 1.2 5箇所 1.5 6箇所 1.8 6箇所 1.8 6箇所 1.8 6箇所 1.8 6箇所 1.8 6箇所 1.8 6箇所 1.8 6箇所 1.8 6箇所 1.8 67箇所 20.1

0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 2.0

3.0 4.7 13.5 12.6 12.2 12.8 14.9 20.1 16.7 15.5 19.8 20.6 18.1 20.0 201.7

10.4 10.3 19.9 19.0 19.3 24.6 24.2 29.9 27.1 28.2 32.3 29.9 35.0 32.6 339.7

※マンホール調査数量は小型マンホールを除く、0号以上のマンホール数。点検調査ブロック毎のマンホール基数は処理区内平均値を採用。
※取付管・ますは、緊急輸送路埋設施設が対象。点検調査ブロック毎の取付管・ます数は処理区内平均値を採用。
※マンホール蓋の更新数量は、点検した緊急輸送路・都道・腐食環境下に位置するマンホールの10%を更新数量とする。【第1期小河内処理区の対象MH約130箇所⇒10% 約13箇所(R3.4.5),第2~3期小河内処理区の対象MH約600箇所⇒10% 約60箇所(R7~R18)】

対象施設 対象施設金額(百万円) 1年目
令和3年

項目 単価 処理区 点検・調査ブロック
点検頻度
1回/〇年

修繕・改築
(参考)

修繕・改築 小計

点検・調査・修繕・改築 計

腐食環境下施設

簡易直側式

カメラ点検
小河内

処理区
L=19,7km

ﾏﾝﾎｰﾙ・蓋点

検

奥多摩
処理区

L=76,1km

取付管・ます
点検

点検・調査 小計

点検・調査

消費税

管渠修繕・改築工事 点検数量の1% 165,000円/m

消費税

期間 小計

令和7年

第1期 第2期
6年目 7年目 8年目 9年目 10年目2年目

令和4年
3年目

令和5年
4年目

令和6年 令和12年
11年目 12年目 13年目 14年目5年目 合計

優先
順位

実施設計 改築計画金額の5%

修繕・改築計画 一律3百万円

15年目
令和13年 令和14年 令和15年 令和16年 令和17年令和8年 令和9年 令和10年 令和11年

第3期

小河内処理区 L=20km/5か年(平均4.0km/年)

25.6百万円/5か年(平均5.1百万/年)

マンホール蓋の更新 300,000円/箇所

奥多摩処理区  L=35.7km/5か年(平均4.5km/年)

48.4百万円/5か年(平均9.7百万/年)

奥多摩処理区  L=43.7km/5か年(平均8.7km/年)

64百万円/5か年(平均12.8百万/年)

計画見直し 計画見直し 計画見直し

 L=100km/15年

138百万/15年

第６章 点検・調査計画の検討                                              

（１）管路施設の点検頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）管路施設の点検・調査方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）管路施設の点検・調査計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 0.9 億円 

 

下水道施設の「何を」「いつ」「どこから」「どうやって」管理するかを示した計画 

・計画期間:1 期(5 年)×3 回の 3 期(15 年) 

・まずリスクの高い小河内処理区より点検 

3 つのカテゴリーによる管理 

リスク評価による優先順位 

効率的な点検方法の採用 

第 1期 

第 2～3期 

約 4.0km～8.7km/年  

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ調査  
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（４）処理場・ポンプ施設の点検・調査頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5）処理場・ポンプ施設の点検・調査計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）下水道施設の点検・調査計画概算費用(管路+処理場+マンホールポンプ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 11年目 12年目 13年目 14年目 15年目

令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年 令和10年 令和11年 令和12年 令和13年 令和14年 令和15年 令和16年 令和17年

1 分配槽流入可動堰　2台 25 2016 点検:R8,R13 〇 〇

2 ろ過原水槽流入制水扉 25 2016 点検:R8,R13 〇 〇

3 放流バイパス制水扉 25 2018 点検:R10 〇

4 自動スクリーン 15 2016 点検:R7,R12,R17 〇 〇 〇

5 破砕機 15 2016 調査:R7,R12,R17　 ☆ ☆ ☆

6 しさ脱水機 15 2018 調査:R5,R10,R15 ☆ ☆ ☆

7
1水処理棟床
排水ポンプ

15 1997 更新:R6 ★

8
1汚泥処理棟
床排水ポンプ

15 2007 更新:R6 ★

9 返流水ポンプ 15 1997 更新:R7 ★

10 曝気装置 15 2017 点検:R3,R11/調査:R7,R13 〇 ☆ 〇 ☆

11 流出可動堰　2台 15 1997 ―

12 生物膜ろ過装置 15 1997 点検:R3,R12 〇 〇

13 ろ過原水ポンプ 15 1997 ―

14 逆洗浄水ポンプ 15 2007 調査:R7,R17 ☆ ☆

15 曝気ブロワー 20 1997 点検:R3,R8,R13 〇 〇 〇

16 逆洗浄ブロワー 20 1997 点検:R4,R9,R14 〇 〇 〇

17 汚泥掻寄機 15 2017 更新:R6/点検:R10,R15 ★ 〇 〇

18 返送汚泥ポンプ 15 2010 調査:R4,R10,R15 ☆ ☆ ☆

19 余剰汚泥ポンプ 15 2014 更新:R3/点検:R8/調査:R13 ★ 〇 ☆

20 スカムポンプ 15 1997 更新:R5/調査:R15 ★ ☆

21 凝集剤注入ポンプ 15 2007 更新:R4/点検:R12 ★ 〇

22 凝集剤貯留槽 15 2014 点検:R9,R14 〇 〇

23 薬品供給ポンプ 15 1998 調査:R4,R9,R14 ☆ ☆ ☆

24 薬品溶解槽攪拌機 15 1998 点検:R4,R14 〇 〇

25 薬品溶解槽 15 1998 ―

26 ⑧消毒設備 紫外線消毒装置 10 2019 状態監視保全 更新:R3,R12/点検:R4～R11,R13～R17 5年に1回の頻度で定期点検 ★ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ★ 〇 〇 〇 〇 〇

27 遠心脱水機 15 1998 調査:R6,R11,R16 ☆ ☆ ☆

28 脱水ケーキホッパー 15 2018 点検:R3,R9,R14 〇 〇 〇

29 汚泥供給ポンプ 15 1998 調査:R4,R9,R15 ☆ ☆ ☆

30 濃縮汚泥ポンプ 15 1998 調査:R5,R11,R16 ☆ ☆ ☆

31 汚泥貯留槽攪拌機 10 1998 調査:R3,R9,R14 ☆ ☆ ☆

32 生物脱臭棟 10 1998 ―

33 脱臭ファン 10 1998 点検:R3,R7,R11,R13,R17 〇 〇 〇 〇 〇

34 活性炭吸着塔 10 2018 点検:R4,R6,R8,R10,R12,R14,R16 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

35 ⑪用水設備 自動給水装置 15 2019 状態監視保全 点検:R5,R9,R15 5年に1回の頻度で定期点検 〇 〇 〇

36 引込盤 20 2016 点検:R7,R10,R17 〇 〇 〇

37 受電盤 20 2016 点検:R7,R10,R17 〇 〇 〇

38 接地端子箱 20 2016 点検:R7,R10,R17 〇 〇 〇

39 ⑬自家発電設備 非常用発電装置 15 2016 時間計画保全
点検:R3,R4,R8,R10,R11,R12,R15/調
査:R5

2年に1回の頻度で定期点検 〇 〇 ☆ 〇 〇 〇 〇 〇

40 コントロールセンタ 15 2018 点検:R7/更新:R8,R9,R10,R11 〇 ★ ★ ★ ★

41 補助継電器盤 15 2018 点検:R6 〇

42 コントローラー盤 10 2018 点検:R3～R17 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

43 計装盤 15 1997 更新:R8 ★

44 監視ロガー装置 10 2018 点検:R3～17 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

45 手元操作盤 15 1997 更新:R10 ★

46 流量計 10 2000 点検:R4,R8,R10,R12,R14,R16/更新:R6 〇 ★ 〇 〇 〇 〇 〇

47 OD槽(DO計) 10 2006 点検:R8,R10,R12,R14,R16 〇 〇 〇 〇 〇

48 濃度計 10 2016 点検:R3,R5,R7,R9,R11,R13,R15,R17 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

49 UV計・演算装置 10 1998 点検:R3～R17 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

50 液位計 10 1997 点検:R4,R8,R10,R12,R14,R16 〇 〇 〇 〇 〇 〇

51 雨量計 10 1998 点検:R7,R8,R10,R12,R14,R16 〇 〇 〇 〇 〇 〇

52 ⑰水処理棟 50 1996 点検:R6,R11,R16 〇 〇 〇

53 ⑱管理・汚泥棟 50 1997 点検:R6,R11,R16 〇 〇 〇

54 ⑲ポンプ設備(小河内) 小河内処理区マンホールポンプ 15 2012 点検:R3～R17 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

55 ⑳ポンプ設備(奥多摩) 奥多摩処理区マンホールポンプ 15 2002 点検:R3～R17 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

R3～R12(第1期・第2期)の機械設備・電気設備の年間点検調査費は『小河内浄化センター機械設備点検整備資料(予定案)』を基に算出

R13～R17(第3期)の機械設備・電気設備の年間点検調査費は「処理場・ポンプ場設備の点検・調査頻度」を基に算出

〇 ‥定期点検 ☆ ★ ‥部分更新

No. 中分類 機器名 更新年度 管理区分 点検・調査頻度

第1期 第2期 第3期

①ゲート設備 状態監視保全 5年に1回の頻度で定期点検

点検・調査年度

②スクリーン設備 状態監視保全 5年に1回の頻度で定期点検

③ポンプ設備 事後保全 事後保全

5年に1回の頻度で定期点検

⑨汚泥脱水設備 状態監視保全
5年に1回の頻度で定期点検

脱水機,撹拌機,ﾎﾟﾝﾌﾟ類は1回
/5年(分解調査)

⑤ろ過設備 状態監視保全
5年に1回の頻度で定期点検

ﾎﾟﾝﾌﾟ類は1回/5年(分解調査)

⑥沈殿設備 状態監視保全
5年に1回の頻度で定期点検

掻寄機,ﾎﾟﾝﾌﾟ類は1回/5年(分
解調査)

‥調査(分解調査)

標準耐用年数

⑦凝集設備 状態監視保全
5年に1回の頻度で定期点検

ﾎﾟﾝﾌﾟ類は1回/5年(分解調査)

④反応タンク設備

⑯計測設備 時間計画保全 3年に1回の頻度で定期点検

状態監視保全 5年に1回の頻度で定期点検

状態監視保全 1回に1年の頻度で定期点検

⑭負荷設備 時間計画保全

状態監視保全
5年に1回の頻度で定期点検

ﾎﾟﾝﾌﾟ類は1回/5年(分解調査)

5年に1回の頻度で定期点検

⑮監視制御設備 時間計画保全 1年に1回の頻度で定期点検

⑩脱臭設備 状態監視保全
5年に1回の頻度で定期点検

ﾎﾟﾝﾌﾟ類は1回/5年(分解調査)

⑫受電設備 時間計画保全

 

設備 目標耐用年数 リスク評価順位 管理方法 日常点検頻度 定期点検頻度 調査頻度※ 備考 

①ゲート設備 43 15 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1 回/5 年 -  

②スクリーン設備 26 16 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1 回/5 年 主要機器は 1 回/5 年(分解調査) 主要機器:破砕機、し渣脱水機 

③ポンプ設備 26 11 事後保全 1 回/ 2 週間 - -  

④反応タンク設備 26 6 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1 回/5 年 ﾎﾟﾝﾌﾟ類は 1 回/5 年(分解調査)  

⑤ろ過設備 29 5 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1 回/5 年 ﾎﾟﾝﾌﾟ類は 1 回/5 年(分解調査)  

⑥沈殿設備 26 6 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1 回/5 年 主要機器は 1 回/5 年(分解調査) 主要機器:汚泥掻寄機、ポンプ類 

⑦凝集設備 26 11 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1 回/5 年 ﾎﾟﾝﾌﾟ類は 1 回/5 年(分解調査)  

⑧消毒設備 26 16 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1 回/1 年 -  

⑨汚泥脱水設備 24 6 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1 回/5 年 ﾎﾟﾝﾌﾟ類は 1 回/5 年(分解調査)  

⑩脱臭設備 15 6 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1 回/5 年 主要機器は 1 回/5 年(分解調査) 主要機器:攪拌機、脱水機,ポンプ類 

⑪用水設備 26 18 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1 回/5 年   

⑫受電設備 34 6 時間計画保全 1 回/ 2 週間 1 回/5 年 -  

⑬自家発電設備 26 2 時間計画保全 1 回/ 2 週間 1 回/2 年 -  

⑭負荷設備 26 2 時間計画保全 1 回/ 2 週間 1 回/5 年 -  

⑮監視制御設備 22 4 時間計画保全 1 回/ 2 週間 1 回/5 年 -  

⑯計測設備 15 1 時間計画保全 1 回/ 2 週間 1 回/3 年 -  

⑰水処理棟 80 13 状態監視保全 - 1 回/5 年 -  

⑱管理・汚泥棟 80 13 状態監視保全 - 1 回/5 年 -  

⑲MP 小河内処理区 26  状態監視保全 - 1 回/1 年 -  

⑳MP 奥多摩処理区 26  状態監視保全 - 1 回/1 年 -  

各機器定期点検を 1 回/1 年～5 年で実施 

主要機器は調査を 1 回/5 年で実施 

計画期間:1 期(5 年)×3 回の 3 期(15 年) 

 

ポンプ機器は 

分解調査を実施  

予算規模 

0.8 億～1億円/年 

下水道施設の「何を」「いつ」「どこから」「どうやって」管理するかを示した計画 
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第４章 施設管理の目標設定                                         

（１）管路施設に関する事業の目標設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）処理場・ポンプ施設に関する事業の目標設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標種別 項目 
短期目標 中期目標 最終目標 

（5 年後） （10 年後） （15 年後） 

  

日常点検 設備の異常の有無、兆候を発見し、故障を未然に防ぐ。 点検・調査及び 

修繕・改築に関する目標 

（アウトカム） 
健全な施設の

割合※1 

健全度 1 となる設備

の割合を 10%以下と

する 

健全度 1となる設備

を発生させない(継

続) 

健全度 1 となる設備

を発生させない(継

続) 
  

  

定期点検数量 

※2 

全設備を1回/1~5年 

の頻度で点検 

全設備を1回/1~5年 

の頻度で点検 

全設備を1回/1~5年 

の頻度で点検  

 処理場 53 設備 処理場 53 設備 処理場 53 設備 

 
全設備を 1 回/1 年 

の頻度で点検 

全設備を 1 回/1 年 

の頻度で点検 

全設備を 1 回/1 年 

の頻度で点検 

施設種類別事業量の目標 MP 99 基 MP 99 基 MP 99 基 

 （アウトプット） 調査数量 

状態監視設備について、異常があった場合健全度調査を実施する

ほか、処理場施設のポンプ類、掻寄機、脱水機、撹拌機断は 1 回

/5 年の頻度で分解調査を実施する。 

  改築方針 

健全度 1 の施設を発生させないよう、状態監視設備については、

点検・調査の結果から判断し、健全度 2 以下を対象に改築の検討

を行う。時間計画保全設備については、目標耐用年数により改築

を行っていく。 

 

設備 目標耐用年数 リスク評価順位 管理方法 日常点検頻度 定期点検頻度 調査頻度※ 備考 

①ゲート設備 43 15 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1回/5 年 -  

②スクリーン設備 26 16 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1回/5 年 主要機器は 1回/5 年(分解調査) 主要機器:破砕機、し渣脱水機 

③ポンプ設備 26 11 事後保全 1 回/ 2 週間 - -  

④反応タンク設備 26 6 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1回/5 年 ﾎﾟﾝﾌﾟ類は 1回/5 年(分解調査)  

⑤ろ過設備 29 5 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1回/5 年 ﾎﾟﾝﾌﾟ類は 1回/5 年(分解調査)  

⑥沈殿設備 26 6 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1回/5 年 主要機器は 1回/5 年(分解調査) 主要機器:汚泥掻寄機、ポンプ類 

⑦凝集設備 26 11 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1回/5 年 ﾎﾟﾝﾌﾟ類は 1回/5 年(分解調査)  

⑧消毒設備 26 16 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1回/1 年 -  

⑨汚泥脱水設備 24 6 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1回/5 年 ﾎﾟﾝﾌﾟ類は 1回/5 年(分解調査)  

⑩脱臭設備 15 6 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1回/5 年 主要機器は 1回/5 年(分解調査) 主要機器:攪拌機、脱水機,ポンプ類 

⑪用水設備 26 18 状態監視保全 1 回/ 2 週間 1回/5 年   

⑫受電設備 34 6 時間計画保全 1 回/ 2 週間 1回/5 年 -  

⑬自家発電設備 26 2 時間計画保全 1 回/ 2 週間 1回/2 年 -  

⑭負荷設備 26 2 時間計画保全 1 回/ 2 週間 1回/5 年 -  

⑮監視制御設備 22 4 時間計画保全 1 回/ 2 週間 1回/5 年 -  

⑯計測設備 15 1 時間計画保全 1 回/ 2 週間 1回/3 年 -  

⑰水処理棟 80 13 状態監視保全 - 1回/5 年 -  

⑱管理・汚泥棟 80 13 状態監視保全 - 1回/5 年 -  

⑲MP小河内処理区 26  状態監視保全 - 1回/1 年 -  

⑳MP奥多摩処理区 26  状態監視保全 - 1回/1 年 -  

施設を適正に管理するための目標(ｱｳﾄｶﾑ)とｱｳﾄｶﾑ達成のために実施する事業の目標(ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ)を設定 

採用した改築シナリオの劣化推移より 

点検・調査計画事業量より 

点検・調査計画事業量より 

採用した改築シナリオの劣化推移より 

点検・調査⇒修繕・改築フローより 
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